
 

２. 集 会 案 内 

〇礼拝前祈祷会 １０：１５ 於：礼拝堂前方 
〇礼拝堂お掃除 礼拝後  
〇週報発送作業 お掃除後 
※聖書研究・祈祷会は休会中です。 
 それぞれの場にあってお祈りください。 

聖 書 箴言２３；１５～２５(聖書日課・木曜日) 

今月の 

祈り 

• コロナウイルスに感染された方々のご快復と、感染症
の一日も早い終息のために。医療従事者の方々のため
に。 

• 伝道献身者のために。神学校のために。 

• 宣教師のために。 

• 土地・建物資金返済献金(年間目標額: １００万円)を
おささげ出来ますように。 

• 教区祈りのカレンダーより祈る教会：清瀬信愛教会 
竹前治牧師、創立 1948 年、現住陪餐 39､礼拝出席 28､
祈祷会出席 5ＣＳ出席 4、予算 689万円。 

• 祈りの課題：高齢化が進み、教会に来られない方々が
多くなっています。また子どもたちも CSに来ていま

せん。高齢者、子どもへの伝道が課題です。 

 

○次週主日礼拝 ５月１日(日)１０時半  
 復活節第３主日【聖餐式執行】 

「真実な言葉」 
 テモテへの手紙二２：１１～１３、詩編９１編１～１３ 

米倉美佐男牧師 

司式：役員 奏楽：オルガニスト 

礼拝当番：奉仕者 配餐：役員 

招詞・ヨハネによる福音書１０：１４ 交読文・６ 詩編２３編 
讃美歌・一編２９８、二編１９５、２１‐２９ 

〇礼拝前祈祷会 １０：１５ 於：礼拝堂前方 

〇礼拝堂お掃除 礼拝後 
〇教会学校 １５：００～ メッセージ CS教師   

２０２２年４月２４日<復活節第２主日> No. 22489(4) 

年主題 「恵みを数えつつ歩む教会」 

１.礼 拝 順 序 

   司 式  役 員 

 奏 楽  オルガニスト 
 前 奏  

 

招 詞 「全地よ、主に向かって喜びの叫びをあげよ。喜び
祝い、主に仕え、喜び歌って御前に進み出よ。知れ、

主こそ王であると。主はわたしたちを造られた。わ
たしたちは主のもの。主に養われる羊の群れ。」 

（詩編１００：１～３） 

○ 讃 美 歌 一編２９２番（１、２節 プリント） 

○ 主 の 祈 り （次ページ） 

○ 交 読 文 ３ 詩編８篇         (別冊交読文 p.2) 

〇 信 仰 告 白 使徒信条             (別冊交読文 p.57) 

 聖 書 
ヨハネによる福音書１:９～１４（新約ｐ.１６３） 
創世記２：１８～２５             （旧約ｐ.３） 

 祈 祷  

 説 教 ｢主と共に生きる」 
 祈 祷  ウェイン・ジャンセン先生（東京神学大学教授） 

〇 讃 美 歌 一編５１９番（１，２節プリント） 
 奉 献 奉仕者           

 讃 美 歌 21-６５-２番 

 頌 栄 21‐２９番 

〇 祝 祷 ウェイン・ジャンセン先生（東京神学大学教授） 

〇 報 告   
 祈 り の 時 牧師が与えられるように、伝道献身者が起こされるように。  
 後 奏  

 



 

【主の祈り】 

天にまします我らの父よ。 

願わくは御名（みな）をあがめさせたまえ。 

御国（みくに）を来たらせたまえ。 

みこころの天になるごとく、 

地にもなさせたまえ。 

我らの日用（にちよう）の糧（かて）を 

今日も与えたまえ。 

我らに罪を犯す者を我らが赦（ゆる）すごとく、 

我らの罪をも赦したまえ。 

我らを試（こころ）みにあわせず、 

悪より救いだしたまえ。 

国と力と栄えとは、 

限りなく汝（なんじ）のものなればなり。 

アーメン。 

【使徒信条】 

我は天地の造り主ぬし、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我

らの主、イエス・キリストを信ず。主は聖霊（せいれい）によりてや

どり、処女（おとめ）マリヤより生れ、ポンテオ・ピラトのもとに苦

しみを受け、十字架につけられ、死にて葬られ、陰府（よみ）にくだ

り、三日目に死人のうちよりよみがへり、天に昇のぼり、全能の父な

る神の右に座したまへり、かしこより来りて、生ける者と死ねる者と

を審（さば）きたまわん。我は聖霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒

の交わり、罪の赦し（ゆるし）、身体（からだ）のよみがへり、永遠

（とこしえ）の生命（いのち）を信ず。 アーメン。 

【讃美歌２９２】 

３． はてしも知れぬ うき世の海の 

あさせあらなみ いわおの中を、 

主よ、水先の、しるべしたまえ。 

４． 母のみどりご ねむらすごとく、 

みこえしずかに あらしをおさめ、 

主よ、水先の しるべしたまえ。 

 

【讃美歌５１９】 

１． わがきみイエスよ、 

うき世のふなじ、 

夜（よ）も日（ひ）もやすく 

みちびきたまえ。 

（おりかえし） 

主よ、主よ、 

あらしになやむ 

この身をつねに 

みちびきたまえ。 

２． なみほえたけり、 

くもきりたてど、 

ゆくてをさやに 

しめさせたまえ。 

主よ、水先の しるべしたまえ。 

 


